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第１回委員会（平成17年11月） ◆安全性向上区間選定の考え方整理

◆安全性向上を図るべき区間決定（交通安全みえる化プラン）

◆新データでの新たな安全性向上区間の選定

◆新たに安全性向上を図るべき区間決定（新・交通安全みえる化プラン）

【 主 な 議 題 】

第２回委員会（平成18年 3月）

第３回委員会（平成18年 6月）

第４回委員会（平成19年10月）

第５回委員会（平成19年12月）

第６回委員会（平成20年 9月）

第７回委員会（平成22年10月）

第８回委員会（平成22年12月）

◆「事故危険区間」の選定方針

◆「主な事故危険区間」の確定（83区間）

①本委員会の経緯

事故ゼロプラン 主な事故危険区間公表（平成22年12月）

社会資本整備重点計画
（事故危険箇所の指定と対策）

第１３回委員会（平成26年9月）

※第９～１２回：「移動性向上」だけの議題で開催

◆１巡目の進捗状況、事故危険区間の追加区間

『群馬県事故ゼロプラン１巡目』

１．事故ゼロプランの経緯

第１４回委員会（平成27年10月） ◆1巡目のまとめ

第１５回委員会（平成28年8月）

『群馬県事故ゼロプラン２巡目』

◆２巡目のすすめ方

第１６回委員会（平成29年1月） ◆事故危険区間の抽出

第１７回委員会（平成29年7月） ◆２巡目の公表、１巡目対策区間の整備効果

第１８回委員会（平成30年8月） ◆１巡目対策区間の整備効果、２巡目対策区間の短期的な整備効果

◆安全性向上を図るべき区間案の選定

◆Ｈ20事故危険箇所選定

第１９回委員会（令和元年7月）

第２０回委員会（令和2年9月） ◆1巡目・2巡目対策区間の整備効果、3巡目のすすめ方

◆１巡目対策区間の整備効果、２巡目対策区間の短期的な整備効果
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第２１回委員会（令和3年3月） ※「移動性向上」だけの議題で開催

『群馬県事故ゼロプラン３巡目』

第２２回委員会（令和3年8月） ◆本日の委員会（1巡目・2巡目対策区間の整備効果、3巡目事故危険区間案の抽出）

平成15～19年度

第１次社会資本整備重点計画
（群馬県：174箇所指定 H15.7）

平成20～24年度

第２次社会資本整備重点計画
（群馬県：112箇所指定 H21.3）

平成24～28年度

第３次社会資本整備重点計画
（群馬県：109箇所指定 H25.7）

平成27～令和2年度

第４次社会資本整備重点計画
（群馬県：109箇所指定 H29.1）

令和3～令和7年度

第５次社会資本整備重点計画
（群馬県：92箇所指定 R3.5）



第１５回委員会 （平成２８年８月）

事故危険区間 抽出“方法”確認 事故データ指標、地域の声（職業ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱﾝｹｰﾄ）による抽出

◆事故ゼロプラン（１巡目）の整備後４年以上経過の対策効果の確認【確認事項】

◆事故ゼロプラン（２巡目）の対策効果の確認【確認事項】

◆事故ゼロプラン（３巡目）の事故危険区間の抽出【審議事項】

第１６回委員会 （平成２９年１月）

事故危険区間 抽出“結果”確認 事故データ指標、地域の声（職業ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱﾝｹｰﾄ）による抽出

事故危険区間公表（平成２９年３月） １９４区間

１．事故ゼロプランの経緯

第１７回委員会 （平成２９年７月）

事故危険区間 整備“効果”確認 ２巡目の公表結果、１巡目対策区間の整備効果

第１８回委員会 （平成３０年７月）、第１９回委員会 （令和元年７月）

事故危険区間 整備“効果”確認 １巡目区間および２巡目区間の整備効果

第２０回委員会 （令和２年９月）

事故危険区間 整備“効果”確認 １巡目区間および２巡目区間の整備効果

事故危険区間 抽出“方法”確認 事故データ指標、地域の声（職業ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱﾝｹｰﾄ）による抽出

第２２回委員会の確認・審議事項
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②近年の委員会審議経過



群馬県事故ゼロプラン

事故ゼロプラン （１巡目）

平成２２年に主な事故危険区間８３区間を公表

平成２７年度までに８０区間の対策を完了（３区間事業中）

事故ゼロプラン （２巡目）

平成２９年に事故危険区間１９４区間を公表

令和２年度までに１７６区間の対策を完了（１６区間事業中、２区間経過観察中）

群馬県事故ゼロプランは、交通人身事故を減少させるため、過去の事故データや道路
利用者の声を基に、交通安全対策が必要な区間を『事故危険区間』として選定し、緊急的
に対策を行っていく取り組み

１．事故ゼロプランの経緯
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事故ゼロプラン （３巡目）

令和３年に事故危険区間１９１区間を公表予定（直轄国道：８４区間、県管理道路：１０７区間）

令和７年度にかけて１９１区間の対策実施予定

③これまでの取り組み



１．事故ゼロプランの経緯

対策区間 区間数

計画（Plan） 実施（Do）

検討中
経過
観察

設計
済み

対策完了

H27～
R2

R03見込 小計

直轄国道 ９３ ０ ２ ９１ ７５ １６ ９１

群馬県管理 １０１ ０ ０ １０１ １０１ ― １０１

合 計 １９４ ０ ２ １９２ １７６ １６ １９２

※

5

※経過観察：
（主）大間々世良田線ＢＰ（開通H30.3）が国道50号に新たに接続し、周辺の交通環境が大きく変化

直轄国道の対象93区間のうち、対策完了75区間

群馬県の対象101区間のうち、対策完了101区間

④事故ゼロプラン２巡目区間の進捗状況



１．事故ゼロプランの経緯
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青：対策完了
橙：対策準備中
白：経過観察

⑤事故ゼロプラン２巡目区間一覧表

No. 路線名 区間名（直轄国道） No. 路線名 区間名（直轄国道） No. 路線名 区間名（群馬県管理道路） No. 路線名 区間名（群馬県管理道路）

2 国道17号 みなかみ町吹路 107 国道17号 飯土井交差点 1 国道120号 利根郡片品村 102 (一)大原境三ツ木線 太田藪塚I.C入口交差点

3 国道17号 沼田市恩田町 108 国道17号 スマートインター入口交差点 5 国道291号 沼田市硯田町 103 (主)桐生伊勢崎線 伊勢崎市田部井町二丁目

4 国道17号 沼田市恩田町 109 国道17号 三和交差点 6 (主)平川横塚線 沼田市横塚町 104 (一)三夜沢国定停車場線 国定町二丁目南交差点

14 国道17号 石原交差点 110 国道17号 伊勢崎市三和町 7 (一)戸鹿野下之町線 沼田市栄町 105 (主)伊勢崎大間々線 三和町交差点

15 国道17号 中村三叉路交差点 111 国道17号 東小保方南交差点 8 国道353号 吾妻郡中之条町 114 (一)大原境三ツ木線 太田市新田下田中町

16 国道17号 渋川市中村 112 国道17号 流通団地前交差点 9 (主)高崎東吾妻線 吾妻郡東吾妻町 115 (一)新田上江田尾島線 太田市新田赤堀町

18 国道17号 半田北交差点 113 国道17号 新田西部工業団地入口交差点 10 (主)渋川東吾妻線 吾妻郡東吾妻町 116 (一)綿貫篠塚線 太田市安養寺町

21 国道17号 田口町南交差点 117 国道17号 阿久津交差点 11 (主)渋川松井田線 渋川市伊香保町 118 (主)伊勢崎深谷線 境萩原交差点

22 国道17号 荒牧町交差点 128 国道17号 本町一丁目南交差点 12 (主)渋川松井田線 伊香保交差点 119 国道462号 伊勢崎市ひろせ町

25 国道17号 前橋市下小出町三丁目 129 国道17号 紅雲町二丁目交差点 13 国道291号 渋川市金井 120 国道462号 伊勢崎市東本町

27 国道17号 群大病院東交差点 130 国道17号 農政事務所前交差点 17 (主)高崎渋川線 渋川市行幸田 121 (主)桐生伊勢崎線 伊勢崎市平和町

28 国道17号 前橋市国領町二丁目 131 国道17号 前橋市石倉町二丁目 19 (主)高崎安中渋川線 八木原駅入り口 122 (主)桐生伊勢崎線 伊勢崎市八寸町

29 国道17号 住吉町一丁目交差点 132 国道17号 総合文化センター入口交差点 20 (主)高崎安中渋川線 北群馬郡榛東村 123 (主)伊勢崎大間々線 伊勢崎市柳原町

30 国道17号 千代田町三丁目交差点 135 国道17号 小八木町交差点 23 (主)前橋赤城線 前橋市富士見町 124 (主)前橋館林線 伊勢崎市宮子町

31 国道17号 千代田町一丁目交差点 136 国道17号 高崎市浜尻町 24 (一)四ツ塚原之郷前橋線 前橋市勝沢町 125 (主)前橋玉村線 前橋市下阿内町

32 国道17号 本町一丁目交差点 137 国道17号 高崎市緑町四丁目 26 (一)津久田停車場前橋線 前橋市北代田町 126 (主)前橋長瀞線 横手大橋北交差点

34 国道50号 本町二丁目交差点 138 国道17号 高崎市緑町四丁目 33 (主)前橋大間々桐生線 前橋市城東町二丁目 127 (主)前橋長瀞線 公田町東交差点

35 国道50号 前橋市本町二丁目 148 国道17号 仮上並榎町ON,OFF分合流部交差点 45 (主)前橋館林線 前橋市下大島町 133 (主)高崎渋川線 高崎市引間町

36 国道50号 二丁目五差路交差点 149 国道17号 高崎市並榎町 47 (主)藤岡大胡線 前橋市笂井町 134 (主)高崎渋川線 高崎市金古町

37 国道50号 前橋市本町三丁目 150 国道17号 和田橋交差点 48 (主)藤岡大胡線 前橋市富田町 139 (主)高崎渋川線 高崎市緑町一丁目

38 国道50号 前橋市税務署北交差点 151 国道17号 城南交差点 57 (主)前橋大間々桐生線 前橋市粕川町 140 (主)高崎渋川線 飯塚町南交差点

39 国道50号 本町三丁目交差点 154 国道17号 高崎市新後閑町 63 (主)前橋大間々桐生線 みどり市大間々町 141 (主)高崎伊勢崎線 高崎市飯塚町(踏切と五差路)

40 国道50号 三河町二丁目交差点 155 国道17号 上佐野西交差点 64 (一)駒形大間々線 みどり市大間々町 142 (主)前橋高崎線 高崎市井野町

41 国道50号 前橋市朝日町四丁目 157 国道17号 倉賀野町交差点 65 (一)小平塩原線 みどり市大間々町 143 (主)前橋高崎線 高崎市飯玉町

42 国道50号 東片貝町東交差点 158 国道17号 高崎市倉賀野町 70 国道122号 桐生市相生町一丁目 144 (主)高崎駒形線 高崎市上大類町

43 国道50号 前橋市野中町 159 国道17号 金属工業団地前交差点 73 (一)太田桐生線 桐生市広沢町六丁目 145 (主)高崎駒形線 高崎市芝塚町

44 国道50号 上長磯町交差点 160 国道17号 高崎市倉賀野町 77 (一)佐野太田線 太田市台之郷町 146 (主)高崎駒形線 高崎市末広町(末広町五差路)

46 国道50号 小島田町交差点 161 国道17号 高崎市倉賀野町 78 国道354号 上小泉交差点 147 国道406号 高崎市北久保町

49 国道17号 今井町交差点 162 国道17号 藤岡市岡之郷 79 国道354号 邑楽郡邑楽町 152 (主)前橋高崎線 栄町交差点

50 国道50号 前橋市二之宮町 163 国道17号 高崎市新町 80 国道354号 館林市苗木町 153 (主)高崎伊勢崎線 高崎市上中居町

51 国道50号 赤堀今井西交差点 171 国道18号 安中市松井田町 81 国道354号 館林市富士原町 156 (一)金井倉賀野停車場線 高崎市倉賀野町

52 国道50号 赤堀今井町交差点 172 国道18号 安中市松井田 82 国道354号 館林市小桑原町 164 (主)前橋長瀞線 上栗須交差点

53 国道50号 伊勢崎市赤堀今井町一丁目 173 国道18号 磯部入口交差点 83 国道354号 新宿二丁目交差点 165 (主)寺尾藤岡線 上落合交差点

54 国道50号 伊勢崎市市場町一丁目 177 国道18号 安中市安中三丁目 84 国道122号 館林市北成島町 166 (国)254号 高崎市吉井町

55 国道50号 西久保町交差点 178 国道18号 安中市安中四丁目 85 (一)板倉籾谷館林線 館林市松原二丁目 167 (国)254号 小沢交差点

56 国道50号 伊勢崎市西久保町二丁目 179 国道18号 安中市原市 86 国道354号 館林市赤生田町 168 (国)254号 一ノ宮駅前交差点

58 国道50号 間野谷町西交差点 181 国道18号 安中市役所入口交差点 87 国道354号 館林市羽附町 169 (国)254号 下仁田町下仁田

59 国道50号 伊勢崎市間野谷町 183 国道18号 安中市安中四丁目 88 (一)江口館林線 南大島交差点 170 (主)下仁田軽井沢線 甘楽郡下仁田町

60 国道50号 みどり市笠懸町 184 国道18号 中宿東交差点 89 (主)熊谷館林線 下三林町交差点 174 (一)磯部停車場線 安中市磯部一丁目

61 国道50号 みどり市笠懸町 186 国道18号 安中市板鼻 90 国道407号 古戸交差点～刀水橋北詰交差点 175 (一)長久保郷原線 安中市原市

62 国道50号 鹿交差点 187 国道18号 安中市板鼻 91 (一)綿貫篠塚線 邑楽郡大泉町 176 (一)一本木平小井戸安中線 安中市原市二丁目

66 国道50号 みどり市笠懸町 188 国道18号 八幡大門交差点 92 (一)綿貫篠塚線 牛沢団地入口交差点 180 (主)下仁田安中倉渕線 安中市高別当

67 国道50号 阿左美岩宿交差点 93 (一)綿貫篠塚線 太田市牛沢町 182 (一)一本木平小井戸安中線 安中市安中四丁目

68 国道50号 阿佐美交差点 94 (一)鳥山竜舞線 太田市内ケ島町 185 (一)吉井安中線 鷹之巣橋東交差点

69 国道50号 桜塚交差点 95 (一)太田大泉線 太田市新島町 189 (主)前橋安中富岡線 高崎市八幡町

71 国道50号 広沢小学校交差点 96 (一)鳥山竜舞線 太田市新野町 190 (主)あら町下室田線 高崎市下室田町

72 国道50号 広沢町五丁目交差点 97 国道407号 太田市熊野町 191 (国)145号 長野原町横壁

74 国道50号 太田市丸山町 98 (主)足利伊勢崎線 太田市強戸町 192 (国)146号 応桑交差点

75 国道50号 太田流通センター入口交差点 99 (主)足利伊勢崎線 新田小金井町北交差点 193 (国)144号 大前交差点

76 国道50号 七日市交差点 100 (主)足利伊勢崎線 太田市上強戸町 194 (国)144号 吾妻郡嬬恋村

106 国道17号 二宮赤城神社前交差点 101 (主)桐生伊勢崎線 みどり市笠懸町

※No.60、No.61：経過観察　（（主）大間々世良田線ＢＰ（開通H30.3）が国道50号に新たに接続し、周辺の交通環境が大きく変化）
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R2死傷事故件数 全国309,178件 群馬県9,266件（全国10位）

２．群馬県の事故状況

死傷事故件数の変化

○群馬県内で発生している死傷事故件数は、全国と同様に減少傾向にあり、死者数も同様の傾向。

○人口１０万人あたりの死傷事故件数は、全国ワースト第３位であり、人口あたりの死傷事故が多い。

○人口１０万人あたりの死者数は全国平均と同程度。 ⇒ 引き続き事故対策が必要。

①全国との比較

資料：交通事故統計年報

死者数の変化

人口10万人当たりの死傷事故件数（R2） 人口10万人当たりの死者数（R2）

※H23の死傷事故件数を100とした割合 ※H23の死者数を100とした割合
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追突
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24%
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9,624
49%

右折時

1,042
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8%

左折時

447
2%

車両単独

456
2%
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352
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1,493
8%

追突
15,248

55%
出会い頭

5,452
20%

右折時
2,316

8%

人対車両
1,238

4%

左折時
1,091

4%

車両単独
528
2%

正面衝突
600
2%

その他
1,463

5%

２．群馬県の事故状況

資料：交通事故・道路統合データベース（イタルダ） ※ 幹線道路（国道・県道など）の事故類型を集計 （対列車事故、不明は除く）

資料：交通事故・生活道路統合データ（イタルダ） ※生活道路：一般市町村道、その他の道路、生活道路の事故類型を集計

○幹線道路の事故類型別の死傷事故件数は、 「追突事故」 「出会い頭事故」 「右折時事故」が多い。

○生活道路の事故類型別の死傷事故件数は、 「出会い頭事故」 が多い。

②事故類型の特徴

H28～R1（群馬県：幹線道路）

n=27,936

幹線道路

図中表記：事故類型，事故件数，構成比

8

生活道路

H28～R1（群馬県：生活道路）

n=19,815

事故類型別事故件数と構成比 事故類型別事故件数と構成比



人対車両 その他横断中, 
9(0), 11%

人対車両 その他, 
17(0),22%

正面衝突, 3(1), 4%

出会い頭, 21(7), 27%

車両単独 工作物衝突, 
15(1), 19%

その他, 13(2), 17%
人対車両 その他横断中, 

27(0), 19%

人対車両 その他, 
23(0), 16%

正面衝突, 20(0), 14%
出会い頭, 28(8), 

20%

車両単独 工作物衝突, 
26(0), 18%

その他, 19(2), 13%

２．群馬県の事故状況

9

○幹線道路の死亡事故は、「出会い頭事故」や人対車両の「その他横断中」が多い。

○生活道路の死亡事故は、「出会い頭事故」や人対車両の「その他」が多い。

死亡事故の事故類型別事故件数と構成比 死亡事故の事故類型別事故件数と構成比

資料：交通事故・道路統合データベース（イタルダ） ※ 幹線道路（国道・県道など）の事故件数について集計

交通事故・生活道路統合データ（イタルダ） ※生活道路：一般市町村道、その他の道路

※1：横断歩道、横断歩道付近、横断歩道橋付近以外の道路の部分を歩行者が横断していた時に事故が発生した類型

※2：前車追越し又は追い抜き中に衝突したもの以外の類型

※3：駐車場など一般交通の用に供する道路で発生した事故、車両が道路外から道路へ進行する際に発生した事故等、人対車両のその他のいずれの類型にも該当しない類型

図中表記：事故類型，事故件数，構成比

H28～R1（群馬県：幹線道路）

n=143

H28～R1（群馬県：生活道路）

n=78

※1

※2

※3

※1

※2

※3

幹線道路 生活道路

③死亡事故の特徴

（ ）内は自転車が絡む件数



３．事故ゼロプラン整備効果

①１巡目、２巡目の対策区間の整備状況

１巡目対策区間の整備状況 ２巡目対策区間の整備状況

○１巡目の対策区間で対策後４年以上経過している区間は、イタルダ事故データにて整備効果を確認

○２巡目の対策区間は、対策後の取得可能なイタルダ事故データにて整備効果を確認

平成28年～ 事故ゼロプラン（２巡目）
・平成29年 事故危険区間194区間（国93、県101）を公表

・令和2年までに、176区間（国75、県101）の対策を完了

・16区間事業中（直轄国道）

・2区間経過観察中（直轄国道）

対策後4年以上経過した区間

平成22年～ 事故ゼロプラン（１巡目）
・平成22年 主な事故危険区間83区間（国54、県29）を公表

・令和2年までに、80区間（国52、県28）の対策を完了

・3区間事業中（直轄国道／国道17号羽場地区・上白井地区、

群馬県管理／主要地方道前橋赤城線(小暮交差点)交差点改良）

死傷事故件数の変化を確認

・平成27年までに対策を完了した66区間（国38、県28）

対策後1～4年経過した区間

死傷事故件数の変化を確認

・平成30年までに対策を完了した94区間（国32、県62）
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事故類型 対策内容 事故件数の推移（対策後４年以上経過した区間）

追突

・法定外看板「追突注意」（LED含む）
・減速路面標示、路面標示「追突注意」

出会い頭

・法定外看板
「出入り車両注意」

右折時

・法定外看板「対向車注意」
・右折指導線の設置
・導流帯の設置

３．事故ゼロプラン整備効果

②１巡目対策区間の整備効果

資料：交通事故・道路統合データベース（イタルダ） ※ 幹線道路（直轄国道）の事故件数について集計
※ 対策前：平成17年～20年の平均値、北関東自動車道（伊勢崎IC～太田桐生IC）の供用（H20）により交通環境の変化が想定される区間（伊勢崎市五目牛町、太田市東部工業団地交差点、太田市只上交差点）は、平成21年～24年の平均値

対策後：平成28年～平成31年（令和元年）の平均値

イタルダ事故データ直轄国道

11

○１巡目対策実施区間では、群馬県の特徴的な事故が概ね半数に減少。
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事故類型 対策内容 事故件数の推移（対策後４年以上経過した区間）

追突

・法定外看板「追突注意」
・減速路面標示、路面標示「追突注意」
・カラー舗装

出会い頭

・交差点内誘導線の引き直し
・中央分離帯端部に点滅灯設置

右折時

・交差点内誘導線の引き直し

27.0 

12.0

0.0

20.0

40.0

対策前 対策後

56％減
件/年

３．事故ゼロプラン整備効果

資料：交通事故・道路統合データベース（イタルダ） ※ 幹線道路（群馬県管理道路）の事故件数について集計
※ 対策前：平成17年～20年の平均値、北関東自動車道（伊勢崎IC～太田桐生IC）の供用（H20）により交通環境の変化が想定される区間（（主）足利伊勢崎線 太田市丸山町）は、平成21年～24年の平均値

対策後：平成28年～平成31年（令和元年）の平均値

イタルダ事故データ群馬県管理道路
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③１巡目対策区間の整備効果

○群馬県管理道路においても、群馬県の特徴的な事故が減少。
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平成28年度の対策区間の死傷事故件数の変化件/年
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平成30年度の対策区間の死傷事故件数の変化件/年

43%減

16.75

10.00

0.00

10.00

20.00
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40%減

３．事故ゼロプラン整備効果

○２巡目対策実施区間において、事故件数は減少。

〇平成27～30年度の対策実施区間全体で事故削減効果がみられる。

◎今後は、ＰＤＣＡサイクルにのっとり、対策実施～効果確認を実施。

イタルダ事故データ直轄国道
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④２巡目対策区間の整備効果

資料：交通事故・道路統合データベース（イタルダ）
※ 対策前：平成23年～26年（２巡目対策区間抽出データ）の平均値

対策後：平成27年度対策実施区間（4区間）は平成28年～平成31年（令和元年） の平均値、
平成28年度対策実施区間（3区間）は平成29年～平成31年（令和元年） の平均値、
平成30年度対策実施区間（25区間）は平成31年（令和元年） の値。
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○群馬県管理道路においても、２巡目対策実施区間の事故件数は減少。

○平成27～30年度の対策実施区間全体で事故削減効果がみられる。

◎今後は、ＰＤＣＡサイクルにのっとり、対策実施～効果確認を実施。

３．事故ゼロプラン整備効果

資料：交通事故・道路統合データベース（イタルダ）
※ 対策前：平成23年～26年（２巡目対策区間抽出データ）の平均値

対策後：平成27年度対策実施区間（3区間）は平成28年～平成31年（令和元年） の平均値、
平成28年度対策実施区間（17区間）は平成29年～平成31年（令和元年） の平均値、
平成29年度対策実施区間（14区間）は平成30年～平成31年（令和元年） の平均値、
平成30年度対策実施区間（28区間）は平成31年（令和元年） の値。

イタルダ事故データ
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群馬県管理道路⑤２巡目対策区間の整備効果



【Ｒ２年度】 事故ゼロプラン（３巡目）事故危険区間の抽出方法

【Ｒ３年度】 事故ゼロプラン（３巡目）事故危険区間の抽出

■抽出方法の確認
・事故データに基づく抽出方法
・地域の声に基づく抽出方法

事故危険区間の公表（記者発表、ｗｅｂ掲載）

■事故危険区間抽出結果の確認

【Ｒ３～Ｒ７年度】
事故危険区間の対策検討～対策実施～実施結果の整備効果確認
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４．事故ゼロプラン（３巡目）のすすめ方

本日の委員会の確認・審議事項

前回（令和2年9月）の委員会の確認・審議事項



③第5次社会資本整備重点計画の事故危険箇所 【選定指標 ～A基準：３項目全該当～】
〇死傷事故率：100件/億台km以上
〇重大事故率：10件/億台km以上
〇死亡事故率：1件/億台km以上
【選定指標 ～B基準～】
〇ETC2.0を活用した急挙動箇所
〇事故多発交差点

５．事故危険区間の抽出（抽出指標）
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○事故ゼロプラン（３巡目）の事故危険区間は、下記①②の指標による抽出と、③第5次社重の事故危険箇所
を包括した区間とします。

①事故データに基づく抽出 【抽出指標】 ～ 2項目該当～
〇死傷事故率：100件/億台km以上
〇死傷事故件数：上位区間
〇死者数：1人以上/4年
〇追突事故件数：上位区間
〇車線逸脱事故件数：上位区間
〇歩行者・自転車事故件数：上位区間
〇高齢者事故件数：上位区間
〇子供事故件数：上位区間
〇横断歩道横断中事故件数：上位区間

②地域の声に基づく抽出 【アンケート概要】
〇対象：群馬県トラック協会・バス協会・タクシー協会
〇内容：群馬県内の幹線道路の危険箇所を回答
〇危険指摘区間数：160区間 ⇒複数回答区間を抽出

・事故ゼロプラン2巡目の指標をもとに、『子供事故件数の
上位区間』と『横断歩道横断中事故件数の上位区間』を
新たに指標に追加

・最新のH27～H30事故データを使用
・事故データ区間数：約17,700区間

・群馬県内の職業ドライバーを対象
・複数意見のあった危険指摘区間を抽出
・道路管理者として、安全対策が必要とされる箇所

・国施策『第5次社会資本整備重点計画』の『事故危険箇所』を
事故ゼロプランに包括

前回（令和2年9月）の委員会の確認・審議事項
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○事故データに基づく抽出で、直轄国道：32区間、県管理道路：36区間を抽出しました。

群馬県の全国道・県道（イタルダ事故データの区間数：約17,700区間）のうち、下記指標に2項目該当する区間
直轄国道：64区間、県管理道路：44区間

【抽出指標】 ※H27～H30イタルダ事故データをもとに下記指標に2項目該当する区間
〇死傷事故率が100件/億台km以上 〇死傷事故件数の上位区間 〇死者数（1人/4年以上）
〇追突事故件数の上位区間 〇車線逸脱事故件数の上位区間 〇歩行者・自転車事故件数の上位区間
〇高齢者事故件数の上位区間 〇子供事故件数の上位区間 〇横断歩道横断中事故件数の上位区間

過去に事故対策を
「未実施」
直轄国道：26区間
県管理道路：33区間

５．事故危険区間の抽出（①事故データに基づく抽出）

第5次社重の事故危
険箇所と重複
直轄国道：8区間
県管理道路：5区間

対策後「4年経過」
直轄国道：6区間
県管理道路：3区間

対策後「4年未満」で､
対策後に重大事故なし
直轄国道：24区間
県管理道路：3区間

事故危険箇所として、
事故危険区間に選定

経過観察扱い（事故危
険区間に選定しない）

事故データに基づく抽出
「直轄国道：32区間、県管理道路：36区間」
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○群馬県内の道路事情に精通している「トラック協会」、「バス協会」、「タクシー協会」を対象に、「危険と思わ
れる幹線道路の区間」についてアンケート調査を実施しました。

○アンケート調査を実施したところ、9事業者※から189区間（うち県内幹線道路が160区間、県内生活道路が
27区間、県外区間が2区間）の回答がありました。 ※トラック協会は協会内で保有している危険箇所データの提供

○地域の声に基づく抽出で、直轄国道：26区間、県管理道路：5区間を抽出しました。

５．事故危険区間の抽出（②地域の声に基づく抽出）

アンケート結果（危険指摘区間．直轄国道：42区間、県管理道路：118区間）

対策の優先度は低い区間
（事故危険区間に選定しな
い）

事故危険箇所として、
事故危険区間に選定

地域の声に基づく抽出
「県管理道路：5区間」

地域の声に基づく抽出
「直轄国道：26区間」

複数回答のあった区間
直轄国道：なし
県管理道路：5区間

複数回答がなく、①事故デ
ータに基づく抽出基準も満
たさない区間
直轄国道：36区間
県管理道路：109区間

第5次社重の事故危
険箇所と重複
直轄国道：2区間
県管理道路：4区間

道路管理者として、安全対策が
必要とされる区間
直轄国道：26区間
県管理道路：他の施策で実施※注

※注）県等で実施する施策

・千葉県八街市で発生した事故を踏まえた通学路の緊急合同点検に基づく交通安全対策の実施

・県土整備プランに位置づけた「中高生が安心して通学できる環境の整備」による自転車通行環境整備の推進
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○国施策「第5次社会資本整備重点計画」の「事故危険箇所」を事故ゼロプランに包括します。

○第5次社重の事故危険箇所として、直轄国道：26箇所、県管理道路：66箇所を抽出しました。

第5次社会資本整備重点計画の事故危険箇所

【選定指標 ～A基準：３項目全てに該当～】
〇死傷事故率：100件/億台km以上
〇重大事故率：10件/億台km以上
〇死亡事故率：1件/億台km以上

【選定指標 ～B基準～】
〇ETC2.0を活用した急挙動箇所
〇事故多発交差点

・A基準の事故危険箇所（直轄国道：18箇所、県管理道路：64箇所）

・B基準の事故危険箇所（直轄国道：8箇所、県管理道路：2箇所）

５．事故危険区間の抽出（③第5次社重の事故危険箇所）
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①事故データに基づく抽出

事故データによる事故危険区間（直轄国道：３２区間、県管理道路：３６区間）

②地域の声に基づく抽出

アンケート指摘等による事故危険区間（直轄国道：２６区間、県管理道路：５区間）

③第5次社会資本整備重点計画の事故危険箇所

・A基準の事故危険箇所（直轄国道：１８箇所、県管理道路：６４箇所）
・B基準の事故危険箇所（直轄国道：８箇所、県管理道路：２箇所）

事故ゼロプラン３巡目の事故危険区間（直轄国道：８４区間、県管理道路：１０７区間）

５．事故危険区間の抽出（まとめ）



21

５．事故危険区間の抽出（まとめ）
事故ゼロプラン３巡目区間一覧表（直轄国道：８４区間）

①事故データ ②地域の声 ③第5次社重 ①事故データ ②地域の声 ③第5次社重
1 国道17号 高崎市 ● 43 国道17号 藤岡市 ●
2 国道17号 高崎市 ● 44 国道17号 高崎市 ●
3 国道17号 前橋市 ● 45 国道17号 前橋市 ●
4 国道17号 前橋市 ● 46 国道17号 前橋市 ●
5 国道17号 前橋市 ● 47 国道17号 みなかみ町 ●
6 国道17号 前橋市 ● 48 国道18号 安中市 ●
7 国道17号 高崎市 ● 49 国道18号 高崎市 ●
8 国道17号 高崎市 ● 50 国道18号 安中市 ●
9 国道17号 高崎市 ● 51 国道18号 安中市 ●
10 国道17号 高崎市 ● 52 国道18号 安中市 ●
11 国道17号 高崎市 ● 53 国道18号 安中市 ●
12 国道17号 高崎市 ● 54 国道18号 安中市 ●
13 国道17号 前橋市 ● 55 国道18号 安中市 ●
14 国道17号 高崎市 ● 56 国道18号 安中市 ●
15 国道17号 高崎市 ● 57 国道50号 伊勢崎市 ●
16 国道17号 沼田市 ● 58 国道50号 みどり市 ●
17 国道17号 高崎市 ● 59 国道17号 沼田市 ●
18 国道17号 渋川市 ● 60 国道17号 沼田市 ●
19 国道17号 渋川市 ● 61 国道17号 前橋市 ●
20 国道17号 高崎市 ● 62 国道17号 前橋市 ●
21 国道17号 高崎市 ● 63 国道17号 渋川市 ●
22 国道18号 安中市 ● 64 国道17号 高崎市 ●
23 国道18号 安中市 ● 65 国道17号 高崎市 ●
24 国道18号 安中市 ● 66 国道17号 高崎市 ●
25 国道18号 高崎市 ● 67 国道17号 高崎市 ●
26 国道18号 安中市 ● 68 国道17号 高崎市 ●
27 国道18号 高崎市 ● 69 国道17号 高崎市 ●
28 国道50号 前橋市 ● 70 国道17号 高崎市 ●
29 国道50号 前橋市 ● 71 国道17号 渋川市 ●
30 国道50号 桐生市 ● 72 国道17号 前橋市 ●
31 国道50号 伊勢崎市 ● 73 国道17号 高崎市 ●
32 国道50号 伊勢崎市 ● 74 国道17号 前橋市 ●
33 国道17号 前橋市 ● 75 国道17号 高崎市 ●
34 国道17号 高崎市 ● 76 国道17号 高崎市 ●
35 国道17号 渋川市 ● 77 国道17号 高崎市 ●
36 国道17号 前橋市 ● 78 国道17号 みなかみ町 ●
37 国道17号 前橋市 ● 79 国道18号 安中市 ●
38 国道17号 前橋市 ● 80 国道18号 安中市 ●
39 国道17号 前橋市 ● 81 国道18号 安中市 ●
40 国道17号 高崎市 ● 82 国道18号 安中市 ●
41 国道17号 前橋市 ● 83 国道50号 伊勢崎市 ●
42 国道17号 前橋市 ● 84 国道50号 伊勢崎市 ●

選定区分
路線名 市町村名

選定区分
番号 路線名 市町村名番号



①事故データ ②地域の声 ③第5次社重 ①事故データ ②地域の声 ③第5次社重
1 国道122号 太田市 ● 55 国道462号 伊勢崎市 ●
2 国道254号 富岡市 ● 56 （主）あら町下室田線 高崎市 ●
3 国道254号 富岡市 ● 57 （主）あら町下室田線 高崎市 ●
4 国道354号 太田市 ● 58 （主）伊勢崎深谷線 伊勢崎市 ●
5 国道354号 太田市 ● 59 （主）一ノ宮妙義線 富岡市 ●
6 国道354号 邑楽町 ● 60 （主）館林藤岡線 館林市 ●
7 国道354号 伊勢崎市 ● 61 （主）桐生伊勢崎線 伊勢崎市 ●
8 国道354号 伊勢崎市 ● 62 （主）高崎伊勢崎線 伊勢崎市 ●
9 国道354号 高崎市 ● 63 （主）高崎駒形線 高崎市 ●
10 国道354号 伊勢崎市 ● 64 （主）高崎駒形線 高崎市 ●
11 国道354号 太田市 ● 65 （主）高崎駒形線 高崎市 ●
12 国道354号 大泉町 ● 66 （主）高崎渋川線 高崎市 ●
13 国道407号 太田市 ● 67 （主）高崎渋川線 高崎市 ●
14 （主）高崎伊勢崎線 高崎市 ● 68 （主）高崎神流秩父線 高崎市 ●
15 （主）高崎伊勢崎線 高崎市 ● 69 （主）高崎東吾妻線 東吾妻町 ●
16 （主）高崎駒形線 高崎市 ● 70 （主）佐野行田線 館林市 ●
17 （主）高崎駒形線 高崎市 ● 71 （主）寺尾藤岡線 藤岡市 ●
18 （主）高崎渋川線 高崎市 ● 72 （主）渋川松井田線 渋川市 ●
19 （主）高崎渋川線 高崎市 ● 73 （主）神田吉井停車場線 藤岡市 ●
20 （主）高崎渋川線 高崎市 ● 74 （主）前橋安中富岡線 前橋市 ●
21 （主）高崎神流秩父線 高崎市 ● 75 （主）前橋館林線 伊勢崎市 ●
22 （主）高崎神流秩父線 高崎市 ● 76 （主）前橋館林線 太田市 ●
23 （主）前橋安中富岡線 前橋市 ● 77 （主）前橋高崎線 高崎市 ●
24 （主）前橋伊香保線 吉岡町 ● 78 （主）前橋高崎線 高崎市 ●
25 （主）前橋館林線 前橋市 ● 79 （主）前橋西久保線 前橋市 ●
26 （主）前橋館林線 前橋市 ● 80 （主）前橋赤城線 前橋市 ●
27 （主）前橋館林線 前橋市 ● 81 （主）前橋赤城線 前橋市 ●
28 （主）前橋館林線 伊勢崎市 ● 82 （主）前橋長瀞線 藤岡市 ●
29 （主）前橋高崎線 前橋市 ● 83 （主）前橋長瀞線 藤岡市 ●
30 （主）前橋高崎線 高崎市 ● 84 （主）前橋箕郷線 前橋市 ●
31 （主）前橋高崎線 高崎市 ● 85 （主）前橋箕郷線 高崎市 ●
32 （主）前橋長瀞線 藤岡市 ● 86 （主）大胡赤城線 前橋市 ●
33 （主）前橋長瀞線 藤岡市 ● 87 （主）藤岡大胡線 藤岡市 ●
34 （主）前橋長瀞線 藤岡市 ● 88 （主）藤岡大胡線 藤岡市 ●
35 （主）前橋箕郷線 前橋市 ● 89 （主）藤岡大胡線 玉村町 ●
36 （主）前橋箕郷線 前橋市 ● 90 （一）一本木平小井戸安中線 高崎市 ●
37 国道144号 嬬恋村 ● 91 （一）下久屋渋川線 昭和村 ●
38 国道145号 長野原町 ● 92 （一）下仁田小幡線 富岡市 ●
39 国道406号 長野原町 ● 93 （一）宮田吹屋線 渋川市 ●
40 （主）足利伊勢崎線 太田市 ● 94 （一）桐生新田木崎線 桐生市 ●
41 （主）下仁田安中倉渕線 安中市 ● 95 （一）駒形柴町線 伊勢崎市 ●
42 国道122号 太田市 ● 96 （一）古戸館林線 大泉町 ●
43 国道120号 沼田市 ● 97 （一）佐野太田線 太田市 ●
44 国道122号 邑楽町 ● 98 （一）山王赤生田線 館林市 ●
45 国道122号 みどり市 ● 99 （一）児玉新町線 高崎市 ●
46 国道145号 東吾妻町 ● 100 （一）小平下仁田線 下仁田町 ●
47 国道254号 富岡市 ● 101 （一）深津伊勢崎線 前橋市 ●
48 国道254号 富岡市 ● 102 （一）鳥山竜舞線 太田市 ●
49 国道254号 高崎市 ● 103 （一）津久田停車場前橋線 渋川市 ●
50 国道299号 上野村 ● 104 （一）道木佐山沼田線 みなかみ町 ●
51 国道354号 太田市 ● 105 （一）南新井前橋線 前橋市 ●
52 国道354号 太田市 ● 106 （一）綿貫篠塚線 大泉町 ●
53 国道354号 太田市 ● 107 （一）和田多中倉賀野線 高崎市 ●
54 国道406号 高崎市 ●

選定区分
路線名 市町村名

選定区分
番号 路線名 市町村名番号

22

５．事故危険区間の抽出（まとめ）
事故ゼロプラン３巡目区間一覧表（県管理道路：１０７区間）
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５．事故危険区間の抽出（まとめ）
事故ゼロプラン３巡目区間位置図（直轄国道：８４区間）
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５．事故危険区間の抽出（まとめ）
事故ゼロプラン３巡目区間位置図（県管理道路：１０７区間）



６．交通安全対策に関するトピック
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○令和3年6月28日に千葉県八街市の通学路で、下校中だった小学生の列にトラックが突っ込み、2人が死亡、
3人が負傷する事故が発生（緊急対策として、外側線や、狭さくおよびハンプの設置を決定）

○政府では令和3年8月4日に開催した第2回交通安全対策に関する関係閣僚会議にて、9月末までに通学路
の総点検を行い、10月末を目途に対策方針を作成することを決定

○教育委員会や警察等と協力し、通学路等における交通安全の確保に向けた取り組みを推進

出典：八街市、内閣府

政府による緊急対策方針事故発生状況と対策方針

新たに合同点検箇所に追加
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６．交通安全対策に関するトピック

○群馬県内の小学生が関係する事故は、過去5年間で減少傾向にあり、重傷事故は年平均6.2件発生。

○歩行中、自転車乗車中の事故がほぼ半々で、歩行中は道路横断中、自転車乗車中は出会い頭が各8割。

○群馬県内の中学生が関係する事故は、令和2年に大きく減少し、重傷事故件数も減少傾向。

○自転車乗車中の事故が約8割で、出会い頭が約6割、右左折時が約2割。

<小学生が関係する交通事故発生状況（H28～R2）>

<中学生が関係する交通事故発生状況（H28～R2）>

出典：群馬県警HP交通統計

○事故件数推移

○事故件数推移

○事故類型別発生状況

○事故類型別発生状況

自転車対
車両82.7％

出会い頭
63.4％

右左折時
19.1％



７．次回委員会について

◆事故ゼロプラン（３巡目） の対策検討状況等の報告

◆事故ゼロプラン（１巡目）の整備後４年以上経過の対策効果の確認

◆事故ゼロプラン（２巡目）の対策効果の確認

◆交通安全対策の「トピック紹介」

【次回委員会の予定】

27


